
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 八戸工業高等専門学校 
設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 
産業システム工学科

機械・医工学コース 

夜 ・

通信 

 

５ 

４ ９ ７  

 
産業システム工学科

電気情報工学コース 

夜 ・

通信 
４ ９ ７  

 

産業システム工学科

マテリアル・バイオ

工学コース 

夜 ・

通信 
３ ８ ７  

 

産業システム工学科

環境都市・建築デザ

インコース 

夜 ・

通信 
６ １１ ７  

 

（専攻科）産業シス

テム工学専攻機械シ

ステムデザインコー

ス 

夜 ・

通信 

９ 

０ ９ ７  

 

（専攻科）産業シス

テム工学専攻電気情

報システム工学コー

ス 

夜 ・

通信 
０ ９ ７  

 

（専攻科）産業シス

テム工学専攻マテリ

アル・バイオ工学コ

ース 

夜 ・

通信 
０ ９ ７  

 

（専攻科）産業シス

テム工学専攻環境都

市・建築デザインコ

ース 

夜 ・

通信 
０ ９ ７  

（備考） 

 

 

 



  

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
WEB シラバスの各コースのページで公表している。 

（例）産業システム工学科 機械・医工学コース 

https://syllabus.kosen-
k.go.jp/Pages/PublicSubjects?school_id=05&department_id=13&year=2024&lang
=ja 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 八戸工業高等専門学校 
設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
ホームページにて公表 

https://www.kosen-k.go.jp/wp/wp-content/uploads/2024/04/yakuin-20240401.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 熊本大学長 
2016年 4月 1

日～2029年 3

月 31 日 
理事長 

常勤 
九州大学大学院総合理

工学府長・研究院長 

2024年 4月 1

日～2026年 3

月 31 日 

国際交流・海外展開 

情報システム 

非常勤 東京大学教授 
2022年 4月 1

日～2026年 3

月 31 日 
男女共同参画 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 八戸工業高等専門学校 

設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

本校では、教育課程の編成及び実施に関する方針の趣旨に沿い、国立高専機構の Web

シラバスシステムを利用してシラバスを作成している。シラバスには、授業科目名、

単位数、授業形態、対象学年、担当教員名、達成目標、教育目標等との関係、教育方

法、教育内容、成績評価方法・基準、授業の区分（設置基準第 17 条関係）、及び教科

書・参考文献の各項目を明示している。 

シラバス作成の過程については、前年度の 1月に担当係から全教員に校内メールで

作成依頼の連絡を行い、授業担当教員が「シラバス作成要領：留意事項」に基づいて

2 月末頃までに Web シラバスシステムに入力することになっている。なお、内容が前

年度から大幅に変更になった科目については、本校の教育プログラム点検･評価委員

会から通知される「シラバス自己チェックリスト」に基づく自己点検結果を、2 月末

頃までに報告することになっている。 

授業担当教員による Web シラバスへの入力後、点検･評価委員による点検が行われ、

必要な修正が指示される。さらに教務委員による全体的な履修要領等に関する部分を

作成し、前年度末までに完成させている。完成したシラバスは、新年度初日から本校

ホームページで公表している。また各科目の初回授業時に、教員が印刷した当該科目

のシラバスを学生に配布またはスライドにより説明し、内容を周知している。 

授業計画書の公表方法 
https://www.hachinohe-
ct.ac.jp/schoolguide/syllabus/index.php 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 



  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

授業科目の成績評価は、試験やレポートなどを総合して各科目のシラバスに明示さ

れた方法・基準に基づき行っている。成績評価等の客観性・厳格性を担保するための

組織的な措置として、答案を返却し、模範解答や採点基準の提示を行っている。成績

評価の具体的な内容は、評価割合等を記載した成績一覧表を含む成績エビデンスとし

て過去 5 年分を保管しており、本校の教育プログラム点検･評価委員による抜き取り

検査を実施している。各科目の成績評価結果は本校の教務事務システムに入力され、

教務係で一覧表を作成して各学期に行われる成績会議に報告している。 

冬学期末には、当該年度に開講した全科目の最終成績が、担当教員により再度、教

務事務システムに入力される。成績判定の正確を期すため、各科目の評価結果および

欠課時数を判定会議前に学生本人に通知し、異議の申し立てを行う機会を設けてい

る。 

異議申し立て期間を経て確定した総合成績を基に、成績判定会議において、「八戸工

業高等専門学校学業成績評価及び学年の課程修了並びに卒業認定に関する規則」及び

「八戸工業高等専門学校専攻科授業科目の履修等に関する規則」に規定する基準に基

づき、各授業科目の成績評価並びに単位認定を厳格かつ適正に行っている。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本校では、成績評価における客観的な指標として、「単位数重み付け平均点」を設定

し、公表している。その内容は、「当該科目の評価点と単位数の積」を成績が評価され

た全科目について足し合わせ、成績が評価された全科目の「総単位数」で除した値で

ある。すなわち、 

（当該科目の評価点×当該科目の単位数）の全科目総和 

単位数重み付け平均点＝ ――――――――――――――――――――――――― 

                   （総単位数） 

 

その算出式及び方法は本校で利用している教務事務システムに組み込まれており、

同指標とそれに基づくクラス内席次は、自動的に算出されて成績一覧表に表示される

ようになっており、適切に実施している。 

 

添付資料「客観的な指標に基づく成績の分布状況を示す資料」のとおり成績の分布

状況の把握をしている。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

https://www.hachinohe-
ct.ac.jp/schoolguide/syllabus/docs/2024/Syllabus-
R6_1_01.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本校では、学校の目的及び準学士課程・専攻科課程の目的を踏まえ、卒業・修了の

認定に関する方針を次のように定めて公表している。 
 
【準学士課程】 
本校では、以下に示す能力を身につけ、所定の単位を修得した学生に対して卒業

を認定します。 

DP1. 豊かな人間性の涵養 
豊かな教養と幅広い視野を備え、地球環境や人類社会における科学・技術の重要性

を理解できる。 
DP 2. 数学・自然科学・情報処理知識の修得 

数学、自然科学の基礎知識、及び応用数学、応用物理、情報処理に関する知識を身

につけ、それらを問題解決に応用できる。 
DP 3. 専門知識の修得 

得意とする専門分野の知識と技術、及び他の専門分野の基礎知識を身につけ、課題

解決に応用できる。 
DP 4. 課題発見力・探究心と協働性 

自ら課題を発見して探究する姿勢を持ち、協調性を発揮してチームの一員として

仕事に取り組むことができる。 
DP 5. 地域社会への貢献 
地域の課題に関心を持ち、その解決に貢献しようとする姿勢を持つ。 

DP 6. 異文化理解とコミュニケーション能力 
異文化を理解する姿勢を持ち、討議・発表力と英語基礎力を身につけて研究発表等

で活用できる。 
 

【専攻科課程】 

専攻科では、以下に示す能力を身につけ、所定の単位を修得した学生に対して修了

を認定します。 
DP1．地球環境と科学技術の重要性 

豊かな教養を基盤とし、学際的な視野を有し、地球環境と社会における科学・技術

の重要性を理解できる。 
DP 2. 産業発展への寄与 

数学、物理、化学等の基礎知識、及び技術者としての高い倫理観を身につけ、広く

産業の発展に寄与できる。 
DP 3. 専門分野・他分野の知識・技術と応用力 

得意とする専門分野の知識と技術、及び他の専門分野の応用知識を身につけ、課題

解決に応用できる。 
DP 4. 地域課題への関心と課題解決能力 

地域課題に関心を持ち、自らが課題設定・解決能力を有し貢献することができる。 
DP 5. 異文化理解と討議・発表力・英語基礎力 

国際的な学術研究や異文化を理解する姿勢、及び討議・発表力と英語基礎力を身に

つけて特別研究等の各種発表等で活用できる。 
 

また本校では、上記の卒業・修了認定方針に基づき「八戸工業高等専門学校学業成

績評価及び学年の課程修了並びに卒業認定に関する規則」及び「八戸工業高等専門学

校専攻科授業科目の履修等に関する規則」を定めており、学生の修得単位数等を踏ま

えて同規則に定める要件を満たした学生に対して卒業または修了を認定している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.hachinohe-ct.ac.jp/schoolguide/three-
policies.php 



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 八戸工業高等専門学校 

設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://www.kosen-

k.go.jp/assets/pdf/release/225/zaimusyohyoR4.pdf 

収支計算書又は損

益計算書 
https://www.kosen-

k.go.jp/assets/pdf/release/225/zaimusyohyoR4.pdf 

財産目録  

事業報告書 
https://kosen-

k.go.jp/assets/pdf/release/225/R4jigyouhoukoku.pdf 

監事による監査報

告（書） 
https://www.kosen-

k.go.jp/assets/pdf/release/225/kansaR4.pdf 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 
単年度計画（名称：独立行政法人国立高等専門学校機構の年度計画 対象年度：令和 6年

度） 

公表方法：https://www.kosen-k.go.jp/assets/pdf/release/225/r6-keikaku.pdf 

中長期計画（名称：独立行政法人国立高等専門学校機構の中期計画 対象年度：令和 6年

度から令和 10 年度） 

公表方法：https://www.kosen-k.go.jp/assets/pdf/release/225/5th-keikaku.pdf 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.hachinohe-ct.ac.jp/disclosure/self-check-evaluate/index.php 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 産業システム工学科 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.hachinohe-ct.ac.jp/schoolguide/hachinohekosentoha.php） 
（概要） 

本校は、教育基本法の精神にのっとり、及び学校教育法に基づき、深く専門の学芸

を教授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。 

準学士課程は、教育基本法及び学校教育法に基づき、教養と工学専門分野の知識・

技術を身につけるとともに、自ら課題を発見しその解決に向けて自ら学ぶ姿勢を持ち、

産業界のニーズに応えられる実践的･創造的技術者を育成することを目的とする。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.hachinohe-ct.ac.jp/schoolguide/three-policies.php） 

（概要） 

【準学士課程】 

本校では、以下に示す能力を身につけ、所定の単位を修得した学生に対して卒業を

認定します。 

DP1. 豊かな人間性の涵養 
豊かな教養と幅広い視野を備え、地球環境や人類社会における科学・技術の重要性

を理解できる。 
DP 2. 数学・自然科学・情報処理知識の修得 

数学、自然科学の基礎知識、及び応用数学、応用物理、情報処理に関する知識を身

につけ、それらを問題解決に応用できる。 
DP 3. 専門知識の修得 

得意とする専門分野の知識と技術、及び他の専門分野の基礎知識を身につけ、課題

解決に応用できる。 
DP 4. 課題発見力・探究心と協働性 

自ら課題を発見して探究する姿勢を持ち、協調性を発揮してチームの一員として仕

事に取り組むことができる。 
DP 5. 地域社会への貢献 

地域の課題に関心を持ち、その解決に貢献しようとする姿勢を持つ。 
DP 6. 異文化理解とコミュニケーション能力 

異文化を理解する姿勢を持ち、討議・発表力と英語基礎力を身につけて研究発表等

で活用できる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.hachinohe-ct.ac.jp/schoolguide/three-policies.php） 

（概要） 

【準学士課程】 

ディプロマ・ポリシーに掲げた人材を育成するため、一般科目の学修と連携しつつ

低学年から専門科目を少しずつ配置する「くさび型教育」の特長を活かし、知識と技

術を体験的に身につけられるカリキュラムを編成します。学修の成果は、試験や課題

レポートなど、各科目のシラバスに記載された評価方法により評価します。具体的な

カリキュラム編成方針は以下のとおりです。 

CP 1. 技術者として必要な教養と幅広い視野を身につけるため、国語、数学、英

語、理科、社会、体育、芸術などの科目を、低学年を中心に開講する。 



  

CP 2. 専門科目の基礎となる数学、自然科学の基礎知識を身につけるため、応用数

学、応用物理、情報処理に関する科目を開講する。 
CP 3. 得意とする専門分野の知識と技術を身につけるため、専門基礎及び応用科目

の講義と、実験、実習などの体験的授業を有機的に組み合わせたカリキュラムを

編成する。さらに、それらを課題解決に応用する能力を育成するため、高学年に

おいて創成科目や卒業研究を開講する。 
CP 4. 自ら課題を発見し、自立的に探究する姿勢を身につけるため、１学年から５

学年に自主探究を実施する。またチーム内での役割を自覚し、協調性を持って仕

事に取り組む姿勢を身につけるため、各種の実験・実習や創成科目、卒業研究な

どにおいて、協働で取り組む内容を設ける。 
CP 5. 地域の課題に関心を深めるため、地域志向科目を設ける。また地域の課題を

テーマとする自主探究や卒業研究などを奨励する。 
CP 6. 討議発表力、異文化理解力を身につけるためにコミュニケーション、英語コミ

ュニケーションなどの科目を開講するとともに、短期海外研修などの機会を設け

る。またそれらを活用できる能力を身につけるため、全学年で自主探究のポスター

発表を実施するほか卒業研究の英語発表を奨励する。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.hachinohe-ct.ac.jp/schoolguide/admissionpolicy.php） 

（概要） 

【準学士課程】 

AP1. 他人への思いやりができ、責任ある行動がとれる人 
AP2. 数学・理科や英語の基礎的な知識を身につけ、主体的に学習する意欲がある人 
AP3. 「ものづくり」や「科学・技術」に興味をもち、知的探究心をもって思考しよ

うとする人 
AP4. チームで協力し、技術を通して社会に貢献する夢がある人 
AP5. 多様な人々と積極的に対話し、自分の意見や考えを表現できる人 

 

 

学部等名 （専攻科）産業システム工学専攻 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.hachinohe-ct.ac.jp/schoolguide/hachinohekosentoha.php） 
（概要） 
本校は、教育基本法の精神にのっとり、及び学校教育法に基づき、深く専門の学芸

を教授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。 
専攻科課程は、準学士課程における学習を基礎にして、工学に関する高度な知識と

技術を深く学習・研究し、幅広い視野と創造性を有して広く産業の発展に寄与し、課

題設定・解決ができる高度な実践的・創造的技術者の育成を目的とする。 

卒業の認定に関する方針 
（公表方法：https://www.hachinohe-ct.ac.jp/schoolguide/three-policies.php） 
（概要） 

【専攻科課程】 

専攻科では、以下に示す能力を身につけ、所定の単位を修得した学生に対して修了

を認定します。 
DP1．地球環境と科学技術の重要性 

豊かな教養を基盤とし、学際的な視野を有し、地球環境と社会における科学・技術

の重要性を理解できる。 
DP 2. 産業発展への寄与 

数学、物理、化学等の基礎知識、及び技術者としての高い倫理観を身につけ、広く

産業の発展に寄与できる。 



  

DP 3. 専門分野・他分野の知識・技術と応用力 
得意とする専門分野の知識と技術、及び他の専門分野の応用知識を身につけ、課題

解決に応用できる。 
DP 4. 地域課題への関心と課題解決能力 

地域課題に関心を持ち、自らが課題設定・解決能力を有し貢献することができる。 
DP 5. 異文化理解と討議・発表力・英語基礎力 

国際的な学術研究や異文化を理解する姿勢、及び討議・発表力と英語基礎力を身に

つけて特別研究等の各種発表等で活用できる。 
教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.hachinohe-ct.ac.jp/schoolguide/three-policies.php）    

（概要） 

【専攻科課程】 

ディプロマ・ポリシーに掲げた人材を育成するため、一般科目、専攻共通科目そし

て専攻専門科目の３種類を設定して高度な知識を体系的に身につけられるカリキュラ

ムを編成します。学修の成果は、試験や課題レポートなど、各科目のシラバスに記載

された評価方法により評価します。具体的なカリキュラム編成方針は以下のとおりで

す。 
CP 1. 学際的な視野と技術者としての素養を身につけるため、情報工学、環境エネ

ルギー工学、人文社会科学要論などの科目を開講する。 
CP 2. 横断的な共通知識の深化と技術者としての高い倫理観を身につけるため、応

用数学、物理学要論、化学要論、生物学概論、技術者倫理などの科目を開講す

る。 
CP 3. 得意とする専門分野の知識と技術を深化させるため、応用科目の講義と実験

などの体験的授業を組み合わせたカリキュラムを編成する。また、課題設定・解

決能力を育成するため、特別研究を実施する。 
CP 4. 地域の課題に関心を深めるためにエンジニアリングデザイン、学外研修など

の科目を設け、履修を奨励する。 
CP 5. 国際的な発表・討議力、異文化理解力を身につけるために表現法、総合英

語、工学研修などの科目を開講するとともに、最大半年間の海外研修などの機会

を設ける。またそれらを活用できる能力を身につけるため、特別研究の発表会で

は英語発表を行う。 
入学者の受入れに関する方針   
（公表方法：https://www.hachinohe-ct.ac.jp/schoolguide/admissionpolicy.php） 
（概要） 

【専攻科課程】 

AP1. 社会における科学技術の重要性を理解し、その問題に関心を持つ人 
AP2. 専門分野のみならず、他分野の基礎的知識をも習得して多角的視野を持とうと

する人 
AP3. 「ものづくり」に関心を持ち、創造力と開発能力を身につけようとする人 
AP4. 地域の諸課題に関心を持ち、協働してその解決に取り組む意欲のある人 
AP5. 国際社会に対応できる基礎的な言語能力を身につけ、多様な価値観を理解する

意欲を有し、自らの見解を論ずる事のできる人 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.hachinohe-ct.ac.jp/schoolguide/organization.php 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 8 人 － 8 人

産業システム工学科 － 7 人 17 人 1 人 9人 0人 34 人

総合科学教育科 － 3 人 11 人 0 人 6人 0人 20 人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0 人 64 人 64 人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法 

https://www.hachinohe-ct.ac.jp/schoolguide/organization.php 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

教員の能力向上を目的とする各種研修会への参加を推進している。また、FD 発表会を実施している。 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

産業システム

工学科 160 人 167 人104.4％ 800 人 818 人102.3％ 人 6人

合計 160 人 167 人104.4％ 800 人 818 人102.3％ 人 6人

産業システム

工学専攻 28 人 24 人 85.7％ 56 人 46 人 82.1％ 人 0人

合計 28 人 24 人 85.7％ 56 人 46 人 82.1％ 人 0人

（備考） 

 

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

産業システム

工学科 

167 人

（100％）

74 人

（  44.3％）

87 人 

（  52.1％） 

6 人

（  3.6％）

合計 
167 人

（100％）

74 人

（  44.3％）

87 人 

（  52.1％） 

6 人

（  3.6％）

産業システム

工学専攻 

24 人

（100％）

14 人

（  58.4％）

8人 

（  33.3％） 

2 人

（  8.3％）

合計 
24 人

（100％）

14 人

（  58.4％）

8人 

（  33.3％） 

2 人

（  8.3％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

【進学先】 

 八戸高専専攻科、室蘭工業大学、岩手大学、東北大学、宇都宮大学、東京工業大、長岡技術科学大学、



  

信州大学、豊橋技術科学大学 など 

 

【就職先】 

 アイリスオーヤマ株式会社、旭化成株式会社、エプソンアトミックス株式会社、鹿島建設株式会社、 

株式会社クレオ、サントリーホールディングス株式会社、東京ガス株式会社、東京電力ホールディン 

グス株式会社、三菱重工業株式会社 など 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人

（100％）

人 

（  ％） 

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

 
人

（100％）

人 

（  ％） 

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

合計 
人

（100％）

人 

（  ％） 

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

本校の教育課程は、教育課程の編成及び実施に関する方針の趣旨に沿って編成されて

おり、各科目の開講学期と共に本校ホームページで公表している。各科目のシラバスは国

立高専機構の Web シラバスシステムを利用して作成・公表しており、授業科目名、単位

数、授業形態、対象学年、担当教員名、達成目標、教育目標等との関係、教育方法、毎回

の授業ごとの教育内容、成績評価方法・基準、授業の区分（設置基準第 17 条関係）、及

び教科書・参考文献の各項目を明示している。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

授業科目の成績評価は、試験やレポートなどを総合して各科目のシラバスに明示された

方法・基準に基づき行っている。各授業科目の単位認定及び卒業の認定は、学生本人によ

る異議申し立ての機会を経て確定した総合成績を基に、「八戸工業高等専門学校学業成績

評価及び学年の課程修了並びに卒業認定に関する規則」及び「八戸工業高等専門学校専攻

科授業科目の履修等に関する規則」に規定する基準に基づき行っており、同基準の内容は

ホームページで公表している。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 

産業システム工学

科 
167 単位 有・無 単位

（専攻科）産業シス

テム工学専攻 
62 単位 有・無 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 



  

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）
公表方法： 

 
 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.hachinohe-ct.ac.jp/facilities/index.php 

 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 

産業システム

工学科 
234,600 円 84,600 円

約 19,550～

約 198,650 円

・スポーツ振興センター共済掛金 

 （後援会費に含む）          1,550 円 

・寄宿料（寮生のみ）   8,400 円 
※国際寮・個室  9,600 円 

・教科書代   約 18,000～約 58,000 円 

・教材・作業服等（入学時）  
29,000～約 32,500 円 

・辞書等（入学時）約 9,500～約 35,000 円 

・制服（入学時） 約 58,000～62,000 円 

（専攻科）産業

システム工学

専攻 

234,600 円 84,600 円
約 13,550～

19,550 円

・スポーツ振興センター共済掛金 

 （後援会費に含む）          1,550 円 

・教科書代    約 12,000～18,000 円 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

高等学校等就学支援金、本校独自の奨学金を含む各種奨学金、授業料免除等に関する情報

は本校ホームページ等で提供しており、学生係で支援体制を整備している。 

また、高学年学生が個別に低学年生の学習指導を行う「学習支援メンター制度」に関する

情報についてもホームページで提供しており、キャリア教育･学習支援センターが運営を担っ

ている。 

その他、合理的配慮に関する規則等を制定し、コアサポートチームを中心とした取り組み

体制を整備して対応している。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

就職や進学等の進路指導を目的としてキャリア教育・学習支援センターを整備し、キャリ

ア教育に関する研修会・講演会の実施、進路指導ガイダンスの実施、進路先（企業・大学）

訪問、進学・就職に関する説明会、進学のための学習支援を行っている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

保健室に看護師を配置し怪我や疾病の対応をしている。 

学生の生活や経済面における指導・相談・助言等の体制として学生相談室を設置しており

相談員やスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの配置、いじめやハラスメン

ト等の相談体制、学生に対する相談の案内等を整備し、必要部署と連携しチームとして対応

している。厚生補導委員会に生活指導を主に担当する教員を配置している。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法： 

https://www.hachinohe-ct.ac.jp/disclosure/educational-information/index.php 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 

 


